
個
人
質
問

新しい風Sammu新しい風Sammu  玉玉
た また ま

置置
おきお き

美美
みみ

津津
つつ

恵恵
ええ

  議員議員

新しい風Sammu新しい風Sammu  小小
ここ

山山
やまや ま

  和和
かずか ず

典典
のりの り

  議員議員

オープンカット工法とは？
土壌の安定勾配を利用して、山止
め壁を設置せずに地表面から順に
掘削を進めていく工法

小
松
地
先
市
有
地
に
つ
い
て

小
松
地
先
市
有
地
に
つ
い
て

問 

　

日
本
大
学
か
ら
本
件
土
地
を
無
償

譲
渡
さ
れ
た
際
、
約
２
万
２
０
０
０
㎡
の
う

ち
約
８
０
０
０
㎡
が
保
安
林
で
あ
っ
た
こ
と

は
認
識
し
て
い
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

当
該
土
地
に
保
安
林

を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
し
た

が
、
詳
細
な
面
積
や
位
置
は
把
握
で
き
て
い

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

問 

　

本
件
土
地
の
除
草
業
務
に
要
し
た

経
費
に
つ
い
て
、
日
数
や
金
額
に
整
合
性
が

取
れ
な
い
理
由
を
伺
い
ま
す
。（
令
和
２
年

度
は
１
７
５
日
間
・
１
４
８
万
円
、
令
和
３

年
度
は
１
７
１
日
間
・
２
２
０
万
円
）

答 

　

総
務
部
長　

除
草
の
実
施
回
数
に

応
じ
て
費
用
が
発
生
す
る
業
務
契
約
で
あ
っ

た
た
め
、
工
期
の
長
さ
と
委
託
金
額
は
比
例

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

　

残
土
問
題
の
責
任
の
所
在
と
し
て
、

関
係
職
員
の
処
分
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

第
三
者
委
員
会
か
ら

の
報
告
書
を
受
け
、慎
重
に
事
実
確
認
を
進
め

て
い
ま
す
。
職
員
の
処
分
の
量
定
等
は
、顧
問

弁
護
士
と
相
談
し
、職
員
の
分
限
懲
戒
等
に
関

す
る
審
査
会
を
経
て
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

行
財
政
運
営
に
つ
い
て

行
財
政
運
営
に
つ
い
て

問 

　

さ
ん
ぶ
の
森
ふ
れ
あ
い
公
園
多
目

的
広
場
等
は
85
％
借
地
で
５
８
６
万
円
、
蓮

沼
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
は
84
％
借
地
で
３
１
９

万
円
、
蓮
沼
野
球
場
は
す
べ
て
借
地
で
１
７

６
万
円
の
借
地
料
が
そ
れ
ぞ
れ
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

賃
借
契
約
期
間
な
ら
び
に
土
地
の
買
取
り

に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 
　

教
育
部
長　

借
地
部
分
の
契
約
期

間
は
、
さ
ん
ぶ
の
森
ふ
れ
あ
い
公
園
多
目
的
広

場
は
平
成
10
年
８
月
か
ら
令
和
10
年
７
月
ま

で
の
30
年
間
、
蓮
沼
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
お
よ
び

蓮
沼
野
球
場
は
令
和
３
年
４
月
か
ら
令
和
８

年
３
月
ま
で
の
５
年
間
で
す
。
今
後
、
公
共

施
設
の
適
正
配
置
を
進
め
る
中
で
、
賃
借
契

約
更
新
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問 

　

施
設
の
統
廃
合
に
か
か
る
費
用
の

財
源
と
な
る「
合
併
特
例
債
」の
仕
組
み
と
、

施
設
解
体
費
用
へ
の
活
用
の
可
否
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

財
政
課
長　

合
併
特
例
債
の
充
当

率
は
95
％
で
、
発
行
額
の
70
％
が
地
方
交
付

税
と
し
て
後
年
度
に
措
置
さ
れ
ま
す
。

　

解
体
費
用
は
、
同
じ
敷
地
内
へ
の
建
て
替

え
は
対
象
と
な
る
た
め
、
成
東
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
の
解
体
費
用

は
病
院
事
業
債
を
活
用
す
る
予
定
で
す
。

山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合

山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合

東
消
防
署
建
設
工
事

東
消
防
署
建
設
工
事

問 

　

東
消
防
署
の
建
設
工
事
が
休
止
し
、

施
工
者
と
の
協
議
も
進
ま
な
か
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
協
議
内
容
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

副
市
長　

山
武
郡
市
広
域
行
政
組

合
消
防
本
部
に
問
い
合
わ
せ
を
行
い
、
公
表

さ
れ
て
い
る
部
分
や
、
す
で
に
報
告
を
受
け

た
部
分
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
お
答
え
し

ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
の
事
務
で
な
い
部
分
や
、
紛

争
審
査
会
の
手
続
き
が
進
行
中
の
部
分
は
、

お
答
え
で
き
か
ね
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

土
工
事
に
係
る
工
法

の
山
留
・
水
替
工
事
が
、
追
加
工
事
で
あ
る

か
否
か
が
主
な
協
議
内
容
で
あ
り
、
組
合
側

は「
入
札
時
に
見
込
む
べ
き
内
容
で
、
本
体

工
事
に
含
ま
れ
る
」と
主
張
す
る
の
に
対
し
、

施
工
者
側
は「
入
札
時
の
設
計
図
書
、
数
量

書
に
記
載
が
な
く
、
入
札
時
に
見
込
め
な
い

た
め
追
加
工
事
で
あ
る
」と
の
主
張
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問 

　

本
設
計
は
、
過
去
に
行
っ
た
建
設

工
事
と
同
程
度
の
土
工
事
で
あ
り
、
掘
削
の

深
さ
お
よ
び
用
地
が
同
じ
よ
う
な
土
質
性
状
、

地
下
水
位
等
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
過
去

実
績
を
も
と
に
判
断
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の

現
場
の
安
全
性
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

組
合
が
施
工
可
能
と
主
張
す
る
オ
ー
プ
ン

カ
ッ
ト
工
法
で
工
事
を
行
っ
た
先
に
起
こ
り

う
る
事
故
を
想
定
し
、
協
議
さ
れ
た
の
か
伺

い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

紛
争
審
査
会
の
手
続

き
が
進
行
中
の
た
め
、
施
工
者
と
当
該
手
続

き
を
介
し
た
協
議
も
行
う
予
定
で
、
回
答
を

控
え
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

問 

　

発
注
時
点
で
予
測
し
得
な
か
っ
た

現
場
条
件
は
、
双
方
の
協
議
に
よ
る
設
計
変

更
の
対
象
と
な
り
、
追
加
費
用
が
認
め
ら
れ

ま
す
。

　

東
金
労
働
基
準
監
督
署
の
調
査
に
、
組
合

は
立
会
い
を
行
い
、
オ
ー
プ
ン
カ
ッ
ト
工
法

に
よ
る
実
証
試
掘
を
す
る
と「
湧
き
水
が
生

じ
、
そ
れ
に
伴
い
掘
削
面
が
崩
落
す
る
恐
れ

が
あ
り
、
掘
削
作
業
を
行

う
こ
と
で
労
働
災
害
の
可

能
性
が
あ
る
」と
指
導
を

受
け
て
い
る
中
、
な
ぜ
、

設
計
変
更
を
し
な
か
っ
た

の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

紛

争
審
査
会
の
手
続
き
進
行

中
の
た
め
回
答
を
控
え
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
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